
謹賀新年

　輝かしい新年をご健勝にてお迎えのこととお
喜び申し上げます。私たち志翔会は、市民の皆
さまとともに市政進展の為、ともに頑張る決意
を致しました。
　会派名変更から７か月が過ぎました。会派内
に新たに設置した政務調査会を中心に、政策論
議を活発に行い、議会の本来のあり方をめざし、
是々非々の立場で活気ある安全・安心な郡山市
をめざし精励して参りますので、本年もどうぞ
よろしくお願い申し上げます。

郡山市議会  志翔会  議会報告  平成29年12月定例会特集

新年のご挨拶

会　長　七海喜久雄

VOL. ３ 冬号　平成30年１月発行

　平成29年12月定例会が閉会し、平成29年度郡山市一般会計補正予算をはじめ、
全ての提案議案を可決しました。
　このうち12月補正予算については、関係機関との調整に進捗が図られた事業
などに係る経費や新たな行政課題、市民生活に密接に関係する経費が計上され、
一般会計で４億1499万３千円の増額、特別会計で１億76万６千円の減額、総額
で３億1422万７千円の増額となりました。
　主な事業としては、熱海多目的交流施設オープンにむけた準備（熱海多目的
交流施設備品等整備事業：2,287万円、中央図書館熱海分館・熱海公民館備品
等整備事業：671万円、磐
梯熱海観光物産館備品整備
事業：1,624万円）、就学奨
励援助制度での入学前に学
用品費の支給（小学校就学
奨励援助事業・中学校就学
奨励援助事業：3,195万円）
等となっています。

後列左から　森合　秀行、山口　信雄、大木　　進、川前　光徳、諸越　　裕、佐藤　徹哉、佐藤　栄作、馬場　大造
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平成30年５月オープン予定の熱海多目的交流施設



広報こおりやまジュニア版
について

問 荒川区では、小学生
のジュニア記者が取

材し記事にまとめたジュニ
ア版広報「あらかわ区報
Jr」を、区内の小中学校全
児童生徒、区内各施設など
に配布している。将来の郡
山の都市像について積極的
に考える機会を提供し、子
ども達の郷土愛を育み郡山
の将来を背負って立つ市民を育てていくため
にも、広報こおりやまのジュニア版を創刊す
べきと考えるが見解は。

答 　義務教育の段階から様々な機会を捉
え、郷土愛の醸成等に努めているが、今

後は、ジュニア版も含め、学習指導要領との
整合性等について、教育委員会と調整を行う
など、総合的に検討していく。

鯉サミットの開催について

問 本市が中心となり、鯉料理の文化のある
自治体やハンガリー等と連携して鯉サ

ミットを開催し、鯉の６次化の推進と市民へ
の周知啓発等すべきと考えるが見解は。

答 本市では、現在、県南鯉養殖漁業協同組
合との連携により、「鯉に恋する郡山プ

ロジェクト」を展開し、鯉料理を提供する飲
食店の開拓や新たな創作料理の開発を進めて
いる。１月には、「第３弾鯉食キャンペーン」
として、40店舗以上が約50種類のオリジナル
メニューを提供予定であり、また、現在交流
を深めているハンガリー国との共催イベント
においても鯉料理の提供を検討しているなど
鯉が本市独自の食文化として着実に認知され
つつあると考えている。今後もプロジェクト
を継続し、山形県米沢市や長野県佐久市と主
要産地間の新たな連携事業について協議を
図って参りたい。

新エネ分野に特化した大学学部
誘致について

問 新産業の創出、関連
企業の集積を図る上

で、産総研福島再生可能エ
ネルギー研究所との連携は
必須だが、新産業の構築を
目指す本市においては、そ
の分野の人材育成強化も今
後必要と考えられることか
ら、新エネ分野に特化した

森合　秀行

佐藤　栄作

12月定例会市政一般質問
要　旨

中学校32.2時間である。今年度は、部活動指
導等、教職員の休日の労働時間についても正
確に把握できるよう勤務時間管理ソフトを改
良し、準備を進めているところである。負担
軽減には学校の校内安全衛生委員会におい
て、ＩＣＴ活用による校務の効率化やペー
パーレス化、会議回数の削減、ノー残業デー
の設定、教育委員会では、教職員安全衛生推
進会議を開催し、部活動休養日や活動時間の
ルール設定等、業務負担軽減に向けた総合的
な施策について協議を行っている。

音楽専用ホールの整備促進
について

近内　利男

問 私が市内の設計事務所と大学の教授の協
力を得て具体的に音楽堂を設計し、今回

青写真としてパネルで示した。ホールは大
ホール1,200席と小ホール350席、その他コ
ミュニティルームやレストラン、カフェ等で
構成される。整備目標を市政100年、合併60
年を迎える2025年を提案するが見解は。

答 本市では、人口減少等を踏まえ、全庁的に
公共施設のあり方を検討しており、市民

文化センターについても、長寿命化に向けた
改修の財源確保が課題となっている。こうし
た中、新たな音楽堂の整備については、市民の
利用ニーズが多種多様であること等多角的な
視点での検討が必要であり、今後も継続して
検討していく。

布引高原のトイレについて

問 布引高原に現在仮設トイレが13基設置さ
れているが、常設トイレの整備について

洗浄水や電力の課題等検討を重ねてきてお
り、来年度以降どのように考えているのか。

答 本市では、2015年より「常設トイレ整備
に向けた勉強会」を開催し、再生可能エ

ネルギーによる電源と雨水を利用した「水循
環式水洗トイレ」や、太陽光パネルを活用し
た「汲み取り式簡易水洗トイレ」について検
討を進めている。現在財源確保に向け、観光
庁と情報交換を行っており、また、産総研福
島再生可能エネルギー研究所の「シーズ支援
プログラム」を活用し、企業の実施する社会
貢献活動の情報を収集しながら、設置費用の
削減について検討している。

大学の学部誘致に向けた取組みを進めるべき
と考えるが見解は。

答 大学学部の誘致については、行政と大学
の双方にメリットを共有できるwin-win

の関係を築くことが重要であり、これら相互
の連携深化により実現するものであることか
ら、今後も、引き続き大学等高等教育機関と
の積極的な連携推進により、新エネによる産
業の創出等、地域課題の解決を図っていく。

養鶏分場及び農業試験場跡地の
開発について

問 開発を進める上で、養鶏分場、農業試験
場跡地は県所有の土地であることから、

まず県との交渉が重要と考えるが、県と土地
売買または賃貸借等の交渉は行っているの
か。また、行っているのであれば現在の進捗
状況は。

答 現時点において県有地の売買等の交渉は
行っていないが、この地区における県の

意向がどのようなものなのか、密に連携を図
りながら、十分に意見交換をして参る。なお、
平成31年３月まで供与期間が延長となった農
業試験場跡地の富田町若宮前応急仮設住宅に
は、昨年11月30日現在、51戸67人の方々が避
難生活を送られていることから、引き続き配
慮して参る。

民生委員について

問 若い世代では、民生
委員は「難しい・大

変な仕事」という認識が根
強く、負担感が大きい傾向
にある。民生委員の１人あ
たりの活動日数や訪問回数
が増加し、その負担が早期
退任や敬遠される要因と
なっていると思うが、本市
の民生委員の活動実態と、
なり手の裾野を広げる具体
策は。

答 平成28年度実績では、年間の１人あたり
の活動日数は、平均123日であり、その

主な活動内容は訪問連絡活動、地域福祉活動、
行事・事業等への参加協力で日々地域で活動
いただいている。なり手の裾野を広げるため、
民生委員活動についての理解を促進するチラ
シやグッズの配布、ＰＲ活動等を行っており、
今後も人材確保に向けて民生委員制度に対す
る市民理解の促進に努めていく。

教員の長時間勤務と負担軽減
について

問 本市の教員の勤務実態については。また、
教員の業務負担軽減に向けた改善策は。

答 平成28年度、本市の１人当たりのひと月
平均の長時間勤務は、小学校31.2時間、

大木　　進

東京都荒川区のあらかわ区報Ｊｒ

養鶏分場及び農業試験場跡地（富田町）

地域の身近な相談相手「民生委員・児童委員」

市内設計事務所と大学教授の協力を得て
設計した音楽堂



　本年12月1日から市内の公共施設を「敷地内禁煙」としたことを受け、12月定例
会では志翔会のみならず、他会派からも一般質問で取り上げられるなど波紋を呼ん
でいます。
　受動喫煙による健康被害の防止が理由とのことですが、敷地内を禁煙にすること
は、路上喫煙を助長し、たばこを吸わない人がかえって不快な思いをすることになっ
てしまいます。
　「受動喫煙」について法律的には健康増進法で「屋内またはそれに準ずる環境」に
おいての防止に必要な措置を求めており、国は2018年度の予算で「屋外での公共喫
煙所」を設置する市区町村に対し、交付税措置を行うことを決めました。
　市はこの交付税等を活用して喫煙所を設置し、たばこを吸う人も吸わない人も共
存できる環境を整えるべきではないでしょうか。
　皆さんはどのように考えますか？

市の公共施設における「敷地内禁煙」についてcolumn
コラム

議会改革特別委員会 人口減少社会対策特別委員会

　平成29年12月定例会において「議会改革特別委員会」と「人口減少社会対策特別委員会」の２つの特別委員会を12月15日の
12月定例会閉会日に設置しました。
　「議会改革特別委員会」では、郡山市議会基本条例の検証及び議会力の向上について、「人口減少社会対策特別委員会」では、
人口減少社会に対応したまちづくりについて調査研究を行います。
　２つの特別委員会の審議の状況については、今後の志翔会だよりでもお伝えします。

❖ 特別委員会メンバー ❖
会派名／委員会名 議会改革特別委員会 人口減少社会対策特別委員会

志 翔 会
◎塩　田　義　智　　◯森　合　秀　行
　山　口　信　雄　　　川　前　光　徳
　久　野　三　男

◯大　木　　　進　　　佐　藤　栄　作
　佐　藤　徹　哉　　　近　内　利　男

新 政 会 　渡　部　龍　治　　　折　笠　　　正
　栗　原　　　晃

◎石　川　義　和　　　會　田　一　男

郡 山 市 議 会 公 明 党 　山　根　　　悟　　　田　川　正　治 　小　島　寛　子

社 会 民 主 党 　飯　塚　裕　一 　八重樫　小代子

日本共産党郡山市議団 　岡　田　哲　夫 　岩　﨑　真理子

虹 と み ど り の 会 　蛇　石　郁　子

無 所 属 の 会 　箭　内　好　彦

新 緑 風 会 　今　村　剛　司

創 流 会 　大　城　宏　之

◎…委員長　◯…副委員長

西庁舎１階の喫煙所跡

２つの特別委員会がスタートしました

（敬称略）
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編 集 後 記
　志翔会となり、初めての新年を迎えました。
これまでと比べて何が変わったのかを議会の
内外で市民の皆様に示していく事が、我々志
翔会に求められていると感じております。本
市将来のグランドデザインを見据えながら、
今年の干支の戌にあやかり、「勤勉で努力家」
の集団として市政発展のために頑張って参る
覚悟ですので、本年も宜しくお願い致します。

（山口信雄）

高橋 隆夫
たかはし たかお

　ある有識者が「大事争うべし、
小事構うべからず」をモットーと
していたとの事。現代は何が大
事で、何が小事かさえわからなく
なっている、改めましょう。

●当選６回
●志翔会顧問
●所属／環境経済常任委員会
●連絡先／〒963-8071
　富久山町久保田字久保田4番地
　TEL.024-933-8311

馬場 大造
ばば だいぞう

　農商工一体によるふるさと郡
山づくりをめざし、市民の皆さま
の声を大切に受け止め、日々研鑽
をすすめて頑張って参ります。

●当選１回
●所属／建設水道常任委員会
●連絡先／963-1151
　田村町金沢字大久保64番地
　TEL.024-953-5976

大内 嘉明
おおうち よしあき

　謹んで新年のご挨拶を申しあげ
ます。今年も直面する諸課題に真
正面から立ち向い市民の福祉と生
活向上に向けて頑張って参ります。
今年１年が健康で明るく幸せな年
でありますようお祈り致します。

●当選５回
●志翔会顧問
●所属／文教福祉常任委員会
●連絡先／〒963-0546
　喜久田町早稲原字弥五郎15
　TEL.024-959-2319

鈴木 祐治
すずき ゆうじ

　冬至は、人間にとっては寒さに
向かう節目ですが、自然界では春
の芽吹きに向かい準備をする季
節です。今年は皆様にとって素晴
らしい芽吹きがありますように。

●当選５回
●志翔会顧問
●所属／文教福祉常任委員会
●連絡先／〒963-1154
　田村町岩作字小人町99番地
　TEL.024-955-2172

七海喜久雄
ななうみ きくお

　あけましておめでとうござい
ます。議員活動15年目を迎えます
が、今年も自責で考え、深思遠慮
で活気あふれる街づくりに励み
たいと思います。

●当選４回
●志翔会会長
●所属／総務財政常任委員会
●連絡先／〒963-0837
　中田町駒板字南115番地
　TEL.024-922-9587

佐藤 政喜
さとう まさき

　昨年９月定例会で議長に選任
いただき、はや２回の定例会を終
えました。「時は金なり」時を無駄
にする事なく市民目線に立った
議会運営に努めて参ります。

●当選３回
●所属／市議会議長
●連絡先／〒963-0201
　大槻町字中ノ平55番地
　TEL.024-951-2316

久野 三男
ひさの みつお

　新年を迎え、災害に強い町、生
活の安全を第一に備え、地域の
為、市民の為にしっかりと取り組
みます。そして、明るく楽しい街
に！笑顔あふれる郡山に！

●当選３回　●志翔会政務調査会長
●所属／総務財政常任委員会委員長
　議会運営委員会
　議会改革特別委員会
●連絡先／〒963-8811
　方八町一丁目3番11号
　TEL.024-943-3200

近内 利男
こんない としお

　氷が張らず、エサを求めること
ができず、痩せたシロクマが、筋
萎縮のため後ろ足を引きずって
歩いている映像から、人類は何を
学び実践するか『率先垂範』

●当選３回　●志翔会副会長
●所属／環境経済常任委員会委員長
　議会運営委員会
　人口減少社会対策特別委員会
●連絡先／〒963-0702
　緑ケ丘東二丁目4番地の8
　TEL.024-942-7967

諸越 　裕
もろこし ひろし

　真っ赤な柿の実が収穫されず
に山肌に取り残されています。時
代の変化なのでしょうか。今年も
市民の変化をしっかりとらえなが
ら議員活動をやってまいります。

●当選３回
●所属／市監査委員
　建設水道常任委員会
●連絡先／〒963-0201
　大槻町字殿町35番地
　TEL.024-952-4258

佐藤 栄作
さとう えいさく

　明けましておめでとうございま
す。市民の皆様にとって良い１年
となりますことを心よりご祈念申
しあげます。本年も更なる郡山の
発展の為尽力いたします。

●当選１回
●志翔会政務活動費担当
●所属／建設水道常任委員会副委員長
　人口減少社会対策特別委員会
●連絡先／〒963-8047
　富田東一丁目146番地
　TEL.024-932-2780

森合 秀行
もりあい ひでゆき

　本年も市民ファーストで、委員
長をサポートし即効性と実効性
のある議会改革に安積魂・若き
血をみなぎらせ不惜身命・ガチ
ンコで頑張って参ります。

●当選１回
●志翔会広報担当
●所属／環境経済常任委員会
　議会だより編集委員会委員長
　議会改革特別委員会副委員長
●連絡先／〒963-0111
　安積町荒井字北巳六段13番地の1  1号
　TEL.024-953-7885

佐藤 徹哉
さとう てつや

　2017年は長水路を備えた温水
プール「郡山しんきん開成山プー
ル」がオープンするなど、復興が
実感できる１年でした。今年も志
高く、初心を忘れず議員活動に取
り組みます。

●当選２回　●志翔会事務局長
●所属／文教福祉常任委員会委員長
　議会運営委員会
　人口減少社会対策特別委員会
●連絡先／〒963-8862
　菜根一丁目11番11号503
　TEL.024-934-2585

大木 　進
おおき すすむ

　新春のお慶びを申し上げます。
感謝の心が人を育て、感謝の心が
自分を磨く。心身の健康こそが活
力の源。市民安住へ向けての議員
責務を果たして参ります。

●当選１回
●所属／文教福祉常任委員会
　人口減少社会対策特別委員会副委員長
●連絡先／〒963-0551
　喜久田町字赤沼向4番地の133
　TEL.024-951-7290

山口 信雄
やまぐち のぶお

　明けましておめでとうござい
ます。今年も志やアンテナを高く
持ちながら、市内を隅々まで駆け
回れるように元気一杯頑張って
参ります。

●当選１回　●志翔会会派会計担当
●所属／総務財政常任委員会副委員長
　議会運営委員会
　議会改革特別委員会
●連絡先／〒963-0111
　安積町荒井字南千保1番地
　TEL.024-945-2183

川前 光徳
かわまえ みつのり

　今年も粉骨砕身滅私奉公いた
します。郡山市には10年後の姿を
イメージ出来る未来ビジョンが
必要です。皆さんと共に我が街の
将来像を描いてまいります。

●当選２回　●志翔会幹事長
●所属／総務財政常任委員会
　議会運営委員会委員長
　議会改革特別委員会
●連絡先／〒963-8877
　堂前町12番6号
　TEL.024-922-5265

塩田 義智
しおた よしとも

　市民の皆様のご支援により議
員在職10年、中堅議員として、責
任と公平誠実の姿勢を保持し、市
民と共に歩む志翔会へと活動し
て参ります。

●当選３回　●志翔会副会長
●所属／総務財政常任委員会
　議会運営委員会
　議会改革特別委員会委員長
●連絡先／〒963-0121
　三穂田町川田字小樋41番地
　TEL.024-945-2015

年頭の挨拶

　選挙によって選出される議員等の職にあるものが、年賀状な
どの時候のあいさつ状（電報も含む）を出すのは、「答礼のための
自筆によるもの」以外は公職選挙法により禁止されています。
　市民の皆様には、この趣旨をご理解いただき、ご協力をお願い
いたします。

郡山市議会
議員の
虚礼廃止


